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漆が語るアジアの文化
— ミャンマーの漆文化 II  シャン州の漆工芸 —
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???????
　アジアの国々にはどのような漆工芸があり、どのように使
用されているのかと興味を持ち、中国から東南アジア・イン
ド東北部にかけて調査し、比較研究を行っている。筆者が度々
訪れ、調査・交流活動等の現地活動 1）を行っているミャンマ
ーの漆工芸の概要を宇都宮大学教育学部紀要 59 号にて述べ
た。本稿ではミャンマー東部のシャン州に焦点をあて、シャ
ン州各地の漆工芸産地及び山岳民族の漆工芸の現状について
述べていきたい。
????????????
　ミャンマー東部に位置するシャン州は高原地帯であり、面積
は 155,800 km、人口は 4,702,000 (1999) である。州都はタウン
ジー (Taunggyi) で 11 の行政区画に分かれている。北は中国雲南省、東はラオスとタイと国境を接し、シ
ャン族 (Shan) をはじめビルマ族 (Burmese)、パオ- 族 (Pa?o)、ダヌー族 (Danau)、ワ族 (Wa)、パラウン族
(Palaung)、インダー族 (Intha)、アカ族 (Akha) など多くの民族が居住している。
　シャン族とは、ミャンマーで伝統的に使われてきたタイ語系諸語を話す人々に対する呼称である。現
在ではカレン族と並ぶミャンマー最大の少数民族である。シャン高原は、サオパと呼ばれる世襲的な藩
侯が統治する多くの藩王国に分かれていた。そして、それぞれの藩がビルマ王朝に服属するという形で
自立していた。このタイ語系諸語を話す人々は、ミャンマーシャン州、タイ、ラオス、北部ベトナム一部、
中国雲南省一部、インドのアッサム州一部に分布している。この中で特に、タイ、ミャンマー、ラオス、
雲南省が国境を接する地域を中心とした地域を新谷忠彦氏はシャン文化圏としている 2）。
　現在東南アジアの主な漆工芸産地は、ミャンマー（バガン・マンダレー・チャウカ・シャン州他）、
タイ（チェンマイ他）、ベトナム（ハノイ・ホーチミン他）にある。ラオス、カンボジアではかつて
漆器を生産していたが、現在では一部復興の動きがあるものの、産地として成り立ってはいない。し
かしながら、多くの漆工芸産地及び漆樹がシャン文化圏に分布していることや、歴史上これらの漆工
芸産地がシャン族との接点があったことなどから、シャン文化圏は東南アジアの漆工芸の中心と言え
るのではないかと考えている。
???? ???????
124
??????????????
　取材により確認できているシャン州各地の漆工芸産地の
分布は、主に東部のチャイントン、中西部のレイチャー、
モネ、及びインレー湖周辺である。その他、シャン族・ダ
ヌー族・パオー族などの少数民族も漆器を使用している 3）。
　　
シャン州内の主な
漆工芸産地
チャイントン (Kyaingtone/Kengtung)?
ライカ (Laikha/Leicha)?
モネ (Mong Nai/MouNe)?
インレー湖 (Inle)?
シャン州内の漆文
化をもつ主な民族
インダー族 (Intha)、ダヌー族 (Danau)?
パオ −族 (Pa-o)?パラウン族 (Palaung)?
ラタ族 (Lahta)、カヤン族 (Kayan)、他
・チャイントン (Kyaingtong/Kengtung) の漆工芸
　チャイントンはタウンジーの東北 270km に位置し、タイ
との国境まで約 170km、中国との国境までは約 100km のと
ころにあるシャン州東部の中心地である。
　16 世紀半ば以来一時期を除きミャンマー領であるがミャ
ンマー領になる以前や 19 世紀初めの数年間、チェンマイの
支配下にあり、チャイントンーチェンマイ領主間に婚姻関
係も見られるなど歴史を通じてタイ北西部との関係が深い。
タイ系の一支派であるクーン族がチャイントンの人口の大
部分を占める。チャイントンの言葉はタイ北西部の言語と
近い。タイ語で漆器のことを、クルンクーン (Kreung Kern)
といい、それはチャイントンのクーン族 (Khun) からもたら
されたものであるという 4）。チャイントンにはクーン族、周
辺の山岳地域にはアカ族、ラフ族、ワ族、パラウン族等の
少数民族が居住している。
　1999 年訪問時にはチャイントンの町の中に唯一残る、ウ 
ムリンダ (U Mu Lainda) 氏の漆器工房ではウ ムリンダ氏の
他に二人の職人が漆器製作に携わっていた。ウ ムリンダ氏
は 2002 年に亡くなり、現在は孫のウ セインモー（U Sein 
Maw）氏が後を継いでおり、2009 年訪問時には一族 6 名で
漆器制作を行っていた。ミャンマー国内での需要は少ない
が、タイから注文を受け市場を拡大している他、タイ方面
からの観光客の増加に伴い、販売量も増加してきている。
　チャイントンの漆器は、タヨー (thayoe) という下地盛り上
げレリーフ技法があり、シャン族、アカ族、ラフ族などの
チャイントンに居住する民族の人型の小像が貼りつけてあ
るのが特徴である。竹を編んだ素地に、漆固めを行い、籾
? ????????
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殻灰を漆と混ぜた下地を塗布し、漆を塗る。藁灰に漆を混ぜ粘土状の塊にしたものを、棒でよく叩き、
煉り、平らな台の上で線状に延ばしたり、様々な形に加工して漆器の表面に貼りつけ、レリーフ状の
装飾を施す技法である。空き缶を工夫して作った回転作業台に器を設置し漆を塗り、乾かぬうちに下
地を様々な形に加工しながら、漆器の表面につける。室に入れて十分に乾燥させ、漆で固めた後、金
箔を貼って仕上げたものが主な加飾である。この技法は、マンダレー、ライカなどでも行われている。
ウ ムリンダ氏によるとこの技法はシャン州西部のライカ・モネ方面から伝わったとされる。
　産品は、米の計量や爆ぜた米を入れるために用いられる小型の籠やキンマを入れる筒型の入れ物・
葉巻入れなどが作られている。また、チャイントン市内の寺院には漆塗り仏像が多く、仏壇のまわり
も多くの下地盛り上げレリーフ技法で装飾が施されている。これらにはガラス象嵌が施されその上に
金箔が貼られ、絢爛豪華な漆芸空間が展開し、まさに往年の漆王国の繁栄がしのばれる。
・ライカ (Laikha/Leicha) 
　ライカは、シャン州の州都タウンジーから北東に約 195km にある、
シャン州の漆器生産の中心地といわれている。ライカ地区に漆器工房
が数件あるとの情報を得ていたが、2009 年 5 月の取材では、漆工芸
に携わる人口が減少していた。漆器制作をやめ、タイなどへ出稼ぎに
いく人が増えている中、現在でも制作を続けているメタウ パヌーハン
(Me–htau, Pan-Nu-Han) さんの工房を訪問した 5）。
　産品は、キンマを入れる筒型の入れ物、供物用蓋付き重ね器、奉
納のための足つき盆、足つきの家族用大皿、カップ、丸盆、秤、漏
斗、人物像などが生産されており、ライカの市場やシャン州内外の都
市で販売されている。仕上げは、朱塗り、下地盛り上げレリーフ技法
(thayoe)、蒟醤技法 (kanyit)、箔絵技法 (shwei-zawa) が用いられている。
素地は竹で、バガンやチャウッカなどミャンマー国内の他の漆工芸産
地で行われているような薄く割いた竹を巻いて成形する捲胎技法は見
られず、竹を放射状に組み中心から竹籤を編んでいく竹編み技法が行
われている。
　漆塗りは以下の工程で行われている。
1. 素地固め　素地に漆をしみ込ませる。
2. 漆の精製　竹の篩で漉した漆を、炭火にかざし水分を蒸発させる。
3. 下地付け 1?漆にチーク木粉、草花などの灰を混ぜた下地を素地
に塗りつけ乾燥させる。
4. 下地研ぎ　乾燥させた下地を、太陽光の下で水分を蒸発させ、刃
物にてスムースに削る。
5. 下地付け 2?草花などの灰を混ぜた細かい下地を塗布する。
6. 下地研ぎ　砥石を使用して水をつけながらなめらかになるよう研ぐ。
7. 塗り　椰子の実の繊維や水牛の尾毛の刷毛を使用し漆を塗る。塗りは 1 ～ 2 回塗る。
8. 加飾　朱塗り、下地盛り上げレリーフ技法 (thayo?)、蒟醤技法 (kanyit)、箔絵技法 (shwei-zawa) に
て加飾を施す。蓮の花や芽などの連続文様によるデザインが特徴である。
　
????????
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・モネ (MongNai/MouNe)
　モネは、ライカの南 169km に位置する漆工芸産地である。漆器工房：ウ カンナ (U Kan Na) 氏の工
房を訪ねた。?6）
　ウ カンナ氏によると、モネの漆器生産は、曽祖父が生業として始め、技術はライカからもたらさ
れたと伝わっている。ライカの漆器工房が曽祖父に漆の技術を習得するように依頼したことが始まり
だという。現在 5 家族、27 人が漆器制作に従事している。
　産品は、ライカとほぼ同様でキンマを入れる筒型の入れ物、供物用蓋付き重ね器、奉納のための足
つき盆、足つきの家族用大皿、カップ、丸盆、秤、漏斗、人物像の他、刀の鞘、うちわなどを生産し
ている。モネの市場や周辺の町の他、シャン州内外の都市にて販売されている。
・インレー湖周辺 (Inle)
　州都タウンジーから西南約 30km にある周囲を山と田園に囲まれた風光明媚な湖で、観光の名所に
なっている。湖上ではインダー族 (Intha)? 7）が生活しており、湖で漁を行う他に、浮草の上で野菜を
栽培するなど独特な農業が行われている。湖畔のニャウンシュエ (Nyaungshwe) の 5 日市場では、周
辺の山で採取された漆液を売る店がでており、直径 10 ～ 12cm で高さ 30cm ほどの竹筒に入った漆を
販売していた。湖上に住む人々が村で使用するために、買い付けに来ており、竹筒に入った漆を購入
する人もいれば、籠など漆を塗りたいものを持参し、店の人に塗りを依頼する光景も見受けられた。
?? ????
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　インレー湖上では、移動や漁に木製カヌーやボートが使用さ
れている。それらのボートの防水と保護のため、漆は欠かせな
い材料である。湖畔のキラでは、ボートの板と板の継ぎ目に漆
に木粉を混ぜた刻苧を充填し、全体に漆を塗る作業を行ってい
た。1 艘のボートの塗装に約 36 ～ 40kg の漆が必要である。
　インレー湖上のナンパン、レイチー、メインピョーには漆器
工房があり、各種漆器や仏像等が作られている。
　ナンパンの市場では、漆器工房店 2 件と籠や笊などの漆塗り
製品を扱う店が数軒あった。これらの店では、米を量る升、お
供物台 (daung-lan)、皿 (byat)、笊 (zagar)、漆液などが主な取り
扱い商品であった。インレー湖上や周辺に住む民族が、結婚式
や新年 (4 月 )・筏祭り（10 月）などで使用する漆器の需要が高
い。また、パオー族の人々は、漆塗背負い籠を買い物や農作業
の荷物運搬に使用しており、市場でもその姿を多く見かけるこ
とができた。
　ナンパンには、エポー (Ar Paw) さんとウ サンラ (U San Hla)
氏の 2 件の漆器工房がある。素地づくりから下地・塗りまでを
こなし、湖上の人々が使用する漆器を制作している。竹編みの
素地の上に、漆固め→下地（チークウッドの木粉と漆を混ぜ
たもの）→下地（灰と漆混ぜたもの）→塗りを施す。黒漆を
6 回塗り、最後に 1 回弁柄漆を塗って仕上げる。漆は手で塗る
ほか、髪の毛を束ねて作った刷毛で塗る。湖上なので湿気があ
るためか、湿度を保った乾燥室はなく、棚に放置して乾かす。
夏は暑さを避け、家の床下の日陰に吊るして乾燥させる。
　メインピョーのウ ピャー氏 (U Pyar) の漆器工房では細い竹
籤を交差させた六角形の編み目が特徴の朱塗りの漆器が作られ
ている。
　レイチェのウ トンエ氏 (U Tun Aye) の工房では漆塗仏像や仏
具を制作している。仏像は木の素地の他、漆にチークウッドの
木粉、湖上の寺院に供えられた花や藁の灰と漆を混ぜたものを
型につめて成形する刻芋技法の他、土で形を作り布を貼り補強
するパーンという土芯乾漆技法を使っていた。表面には、漆に
灰を入れた下地で盛り上げ、レリーフ状に文様を表現するタヨ
ー (thayoe) 技法を施し、黒漆塗りを行った後、金箔を貼って仕
上げる。
　その他インレー湖上では、仏塔の傘蓋をはじめ仏具を制作す
る工房もある。傘蓋は、金属に漆を塗り金箔を貼って仕上げて
いる。
???????????????
???????????????????
???????????????
?????????????
?????? ????? ?
128
?????????? ????????????? ????? ?????? ?????
????????????? ??????? ????????? ??????
??????????
???????? ?
????????
????????????
???????? ?
??????????
???????? ?
?? ??????
?? ??????
129
?? ???????????????
シャン州西部の漆
　シャン州西部のカロー (Kalaw) は、シャン州の州都タウンジーか
ら約 70 ｋｍ、標高 1320 ｍの高原にあり、イギリス植民地時代には
避暑地として賑わった小さな町である。
　付近の山岳地域には、パオー族 (Pa?o)・ダヌー族 (Danau)・パロー
ン族 (Palaung)・タウンヨー族 (Taungyo) などの少数民族が居住する。
英国時代に仕えたインド系の人々も定住している。ここカローを拠
点に、各民族の漆工芸使用状況、生産状況を調査した。
竹制漆塗仏
　カロー南西のニーパヤ寺 (Ni Paya) には、竹を編み組んで漆を施し
金箔を貼った高さ 2.5 ｍものマハムニ仏がある。歴史家の Dr. キンマ
ウンニュによると、500 年ほど前に造られたと推測されている。以
前は屋外に置かれていたが、現在は寺の堂内に移されている。ニー
パヤ寺より徒歩 20 分のウーミンチャウン僧院 (Oo Min Kyaung) にも
4 体の竹制漆塗仏があり、上記のマハムニ仏に比べると小さいがい
ずれも 500 ～ 600 年の歴史がある。豊富な森の恵みである漆を仏像
の成形材料として活用しているのは、ごく自然なことであると言え
るのではないか。
パオー族 (Pa?o) の漆工芸
　カロー近郊のセンタウン (Shin Taung) 近辺の山林では漆樹が分布
しており、採取した漆の一部は、近辺の少数民族村へと流通されて
いる。カローより南西のパオー族のジャウス村では、漆塗りの大小
のバスケット、キンマを入れる筒型の入れ物、供物台などが日常使
用されている。
　村の寺院では、鮮やかな朱や黒の太鼓・供物台・小盒・籠・足つ
きの大皿・托鉢のボウルなどが使用されており、僧侶がセンタウン
で採れた漆を使用し漆器を制作していた。
　塗りの技術や表現は繊細ではないが、僧侶の日常の生活、寺の行
事で使っているもので、使い込まれて摩耗して自然に出てきた柔ら
かなつやがある。ものを長く使うために漆を塗り込み、朱と黒で模
様を表し、大切に扱っている様子である。
　敬虔な仏教徒であるパオー族の人々は、老若男女問わず一生涯、
仏教と深く関わりながら日常生活を送っている。寺に供物を寄進す
る時は、必ず漆塗の供物台にのせて納める。漆が塗ってあることに
より、より丁寧で敬いの気持ちを表し、漆が塗ってなければ、礼を
欠く行為であると考えている。 ??????? ?????? ?
??????????
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ダヌー族 (Danau) の漆工芸
　カロー北東ののラッレー村では、ダヌー族 9）が 7 月から 12 月までの
間に村から２時間ほど離れた山林で漆掻きを行っている。採取してき
た漆は竹筒に入れて保管しており、笊や籠などの生活用具に漆塗りを
行っているところを取材することができた。採取した漆は村で使用す
るほか、近辺の村に流通している。漆塗り職人は、年に一度、農閑期
に周辺の村々をまわっている。漆液を行商するだけでなく、行商先で
漆塗りを行うシステムが確立している。
シャン州西北部の漆工芸
　シャン州西北部のティーボー (Thibaw/Hsipaw) 郊外では、シャン族が漆掻きを行っている。採取し
た漆は近隣の村々に流通するほか、ティーボーの市場に運ばれ販売される。ダヌー族同様、漆はその
まま籠や笊などに塗って使用している。
　チャウメ (Kyaukme) は、ラペソー (laphet-so) と呼ばれている発酵茶 ( 食べるお茶 ) の産地である。
ラペソーは茶葉を蒸してから竹筒や籠などに入れて発酵させたものである。ラペソーの取引にて質を
吟味するのに使用しているパンニィエン（paint naenk シャン語）と呼ばれる漆塗り大盆がある。ラペ
ソーは湿っているため、水分がしみ込む事なく清潔に保てる漆塗りの器でないと吟味できない。ザガ
イン管区の漆工芸産地であるチャウッカ村 (Kyaukkha) などに制作依頼している。ラペソーはピーナ
ッツやニンニク、ゴマ、豆などを添え、味付けして食べるが、ミャンマー各地の漆工芸産地では各材
料を分け入れるために仕切りの付いた漆器が作られている。
シャン州西南部の漆工芸
　シャン州西南部で隣のカヤ - 州に近いペコン (Hpe-Khoun) 地区の、ラタ族 (Lahta)? 10）、カヤン族
(Ka-yan)?11）は、バスケット、カップなどに漆を塗って使用する習慣がある。12）
　ラタ族の女性は、貫頭衣の上着に赤と白のストライプの膝丈の腰巻きスカートはいている。腰には
木の実を連ねた腰飾り、旨にはビーズのネックレスをつけている。腕には真鍮の螺旋状ブレスレット
と漆塗りの輪、脛にも真鍮のワイヤーと、漆塗りの輪を幾重にも巻きつけている。男性も腕や膝下に
????? ??????? ???
??????????
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漆塗りの輪をつけている。
　ペコン地区郊外のラタ族の村では、成人した男性は皆、
笊や籠などの竹編みの技術を習得しており、必要に応じ
て漆塗りを行っている。
　ラタ族にとって、漆は信仰上重要な素材であり、意味
深いものであると考えている。子どもが生まれると、子
どもの成長を願い災いのないように、漆塗りの輪をはめ
る習慣がある。年齢を重ねる度に輪を増やしていくので、
老若男女すべての人が漆塗りの輪をつけていることにな
る。もしつけないでいると、災いが起こると信じている。
特に結婚をする時には、男女が贈りあい、両親や年上の
者が幸福を願って贈るという。
　
　シャン州の漆工芸について調査の可能な限り多くの地
区を訪れたが、特にシャン族やパオー族の漆器と漆器に
関わる生活習慣を見ると、仏教と深く関わり、漆工芸が
成り立っていることがわかった。人々は漆器を雑器とし
て使用している他、日常生活とは対象的に、仏像や仏具・
仏壇の造形や装飾に絢爛豪華な漆芸の技術を駆使し、荘
厳な仏教空間をつくりあげている。寺院に供物を運ぶの
に、敬意を表して蓋付きの足のある漆器を持っていく。
漆が塗られているものを使用することにより、より畏敬の念を込めた丁寧な気持ちを表す道具となる
のだ。
　その他の少数民族の漆器には、農作業や衣食住に関わる日常生活で使用する籠や笊などに漆を塗っ
たものがほとんどで、漆を塗ることにより器を保護・補強し、丈夫になり、長きにわたって使用する
森の恵みと知恵をうかがい知ることができる。
　漆塗りの輪に関しては、ラタ族の他、カヤン族、カヤ族、パラウン族、ジンポー族、ワ族、カレン
族などにも見られる。現在までタイ・中国雲南省・ミャンマー・インド東北部にわたり輪飾りについ
て調査している。次号では様々な形状の装身具がある中、足や腰につける輪飾りに注目したい。
??
・シャン州の現地取材に際して、Sam Family Guide Service より協力をいただいた。また、シャン州内の以下の漆
器店をはじめとする漆器製造関係者に協力いただいたことに感謝したい。
ィエーポー (Ar Pu Ya)、ウ サンラ (U San Hla) 、ウ トンエ (U Tun Nye)、ウ ピャー (U Pyar)、ウム リンダ (U Mu 
Lainda)、ウ セインモー（U Sein Maw）、メ タウ パヌーハン (Me–htau,Pan-Nu-Han)、ウ ･カンナ (U Kan Na) 他
????
黄金の四角地帯 — シャン文化圏の歴史・言語・民族、新谷忠彦編 , 東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研
究所 歴史・民俗叢書 II, 慶友社 ,1998 年
???????????????
????????
132
世界民族事典 , 綾部恒雄監修 , 弘文堂 ,2000 年
東南アジア山岳地域少数民族の漆と漆装身具，松島さくら子，漆工史 第 24 号，漆工史学会，2001 年
ビルマの民族表象 文化人類学の視座から , 高谷紀夫 , 法蔵館 , 2008 年
Thai Lacquerware, The Department of Industrial Promotion, Ministry of Industry, Prachandra Printing Press,1978
Burmese Lacquerware, Sylvia Fraser-Lu, Orchid Press, 2000.
Ethnologue: Languages of the World Sixteenth Edition, M. Paul Lewis editor, Intl Academic Bookstore,2009.
?
41）これらの調査活動は、佐藤美術工芸振興基金による研究助成（1999-2000）、及びミャンマー伝統工芸学術支
援事業による調査活動（2002 年～現在）、及び個人調査研究活動に基づく。
42）『黄金の四角地帯 — シャン文化圏の歴史・言語・民族』で新谷忠彦氏は、タイ系の言語を、音韻変化の特徴
から大きく二つのグループに分けている。Thai グループと ( タイ王国の国語であるタイ語とラオ語 )、Tai グルー
プ (Thai 以外 ) としており、Tai グループの言語を話す民族の分布地域をシャン文化圏と呼んでいる。
43） 『Burmise Lacquerware』Sylvia Frasr Lu Orchid Press,2000 では、レイチャー (Lei cha)・ライカ（Laikha）・チャイ
ントン（Kyaingtong）・イワマ（Ywa ma）・ターレイ（Tha lei）・ナンパン（Nam pan）などが報告されている。
インレー湖のイワマとターレイに関しては現在漆器は生産されていない。ナンパン村については季刊『銀花』
(1999 秋 第百十九号 文化出版局 ,p46) に取材記がある。 
44）『Thai Lacquerware』The Department of Industrial Promotion, Ministry of Industry, Prachandra Printing Press,1978
45）シャン州を最初に訪れたのは 1997 年で、その後 2009 年まで十数回にわたり調査を行っている。外国人の進入
禁止区域の調査については、Sam Family Guide Service の U Khaw Myint 氏に現地取材を依頼し、調査を行った。
46）（5）に同じ
47）インダー族 (Intha) は、人口約 90,000 人 (2000 年 )、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。
インレー湖に住み、漁業及び湖上の浮き島にて農業を営んでいる。仏教を信仰している。
48）パオー族 (Pa-o)は、人口560,740人（1983年）、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。ミャ
ンマー北東部のシャン州とカイン州・モン州に居住している。大半はシャン州南東部の高原と山地に住んでいる。
敬虔な仏教徒であり、伝統的な精霊信仰も残っている。また一部はキリスト教を信仰している。
49）ダヌー族 (Danau) は、人口 10,000 人（1984 年）、南アジア語系モン・クメール語族の言語群に属する。シャ
ン州西部カロー周辺に住む。周辺の民族との同化が進み独自の民族衣装はない。
10）ラタ族 (Lahta) は、人口 9,550 人 (2000 年 )、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。シ
ャン州南部に居住している。独自の伝統的な精霊信仰のほか、仏教、キリスト教を信仰している。
11）カヤン族 (Ka-yan) は、人口 41,080 人（1983 年）、シナーチベット語系チベットービルマ語族の言語群に属する。
カヤー州からシャン州南部にかけて居住し、一部はタイに移住している。独自の伝統的な精霊信仰のほか、仏教、
キリスト教を信仰している。
12） （5）に同じ
